
第４回美瑛町行財政改革推進本部会議 会議録 

             

    日 時／令和７年１１月２５日（木）9：00～9：20 

             場 所／役場４階第２委員会室 

 

１ 開会  竹本行財政改革推進室長 

 

２ 本部長挨拶  角和町長 

 

３ 議題 

（１）令和８年度当初予算要望額状況について（資料１～２ページ） 

○説明事項（柴田行財政改革推進室次長より） 

□令和８年度当初予算の査定前の款別の歳出要望額は、令和７年度の当

初予算額１１９億５千８百万円と比較し、９億３千５百万円程度の増

額となっている。（資料１ページに沿って、主な増減理由を説明） 

□令和８年度の予算要求における一般財源の目安試算額と当初予算要求

時の一般財源額については、集計の結果、約５億６千７百万円の増額

となっている。（資料２ページに沿って、主な増減理由を説明） 

□全体の予算額等を鑑みながら、各事業の課題等を含めて予算査定の中

で協議の上、令和８年度の予算編成を行っていく。 

  ○質疑 

□なし 

（２）第８次行財政改革大綱について（詳細は資料３～１０のとおり） 

  ○説明事項（餌取行財政改革推進室次長より） 

   □本町における行政改革の取組は、５年を計画期間として、平成３年度   

から本年度まで、計７次３５年に渡って、時代に応じた行政課題に対

応しながら進めており、現在、令和８年度から令和１２年度までの５

年間を期間として、これまでの行政改革の取組を土台に、「財政改革」

の視点を大きく取り入れた内容に刷新し、第８次大綱の取りまとめを

進めている。 

   □本大綱の策定に当たっては、自治基本条例の理念に基づき、適切な時

期に情報公開を行い、町民参加等を求めながら策定していく。 

□本大綱の位置づけとしては、令和６年度に取りまとめた財政健全化に

向けた取組項目を基本として、「まちづくり総合計画」とそれに関連す

る各種マスタープラン、また、財政運営計や公共施設等総合管理計画



と関連した位置関係にあり、この大綱に記載予定の財政健全化に向け

た各種課題に対しまして、アクションプラン的な位置づけとなる方針

等を整理し、その運用をもって、それぞれの課題解決に向けた具体的

な取組を進めることを想定している。（資料３ページ） 

   □行財政改革大綱の章立てイメージとしては、策定の趣旨、現状の課題

分析、行財政改革に向けた基本的な考え方、進捗管理や推進体制など、

要点を絞って、わかりやすい内容にまとめていきたい。（資料４～９ペ

ージまで） 

□本大綱の策定と、本大綱策定後に取り組む予定の使用料等の見直しに

係るスケジュール案について、表に緑色で示している令和７年度は、

４月から具体的検討事項の抽出を行い、まちづくり評価の結果とあわ

せた事務事業の見直しとともに、７月のヒアリングの中で取組事項案

を整理した。今後の流れとしては、本大綱の策定及び使用料等の見直

しに向けて、庁内ＷＧを設置し協議を進めていく。また、大綱の策定

に向けて、議会やまちづくり委員会への説明、年明け１月からの町民

コメント等により、町民参加を求めていく。 

□薄赤色の令和８年度以降は、庁内ＷＧを中心に使用料の具体的な見直

し額を算出の上で、町民コメント等を実施した上で、令和９年６月の

改正条例提案を当面の目標としている。 

□本大綱に基づく取組として、まずは使用料等の見直しから着手してい

くが、各種課題について並行して検討を進めつつ、行財政改革の取組

を進めて行く。 

  ○質疑 

   Ｑ：使用料の見直しに当たって、減免規定の適用範囲等の整理も行う予

定はあるか。 

   Ａ：使用料等見直しの基本方針を取りまとめるに当たって、減免対象範

囲の標準例も整理したいと考えている。 

 

（３）その他   

  ○特になし 

 

（４）閉会  竹本行財政改革推進室長 


